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市
長
選
挙
後
、
第
２
回
定
例
市
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
Ｐ
C
R
検
査
、
生
活
支
援

な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
中
心
と
し
た
補
正
予
算
案
を
審
議
。
一
般
質
問
で
は
海
老
川
上
流
地
区
開
発

と
そ
の
財
政
問
題
、
生
理
の
貧
困
対
策
を
取
り
上
げ
る
質
問
が
続
き
ま
し
た
。

カラスウリの花をご存知でしょうか船橋再発見

　夏の間、二重川の土手でカラスウリの花が見られます。特

に橋戸橋（フォレストゴルフ付近）から富ヶ沢橋（大神保町）

に向かう土手がおすすめポイントです。夕方から夜にかけて

咲き、翌朝には萎んでしまいます。周りが細いレースに囲ま

れたような、繊細で可憐な白い花です。

　

船
橋
市
で
は
、
２
０
２
１
年

の
千
葉
県
知
事
選
挙
か
ら
、
期

日
前
投
票
所
が
２
箇
所
増
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
利
便

性
の
高
い
場
所
に
期
日
前
投
票

所
を
増
や
し
て
も
、
車
が
な
か

っ
た
り
、
長
時
間
歩
く
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
は
、
や
は
り
投

票
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な

ワ
ク
チ
ン

　

ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
の

設
置
費
用
や
接
種
を
行
う
医
療

機
関
へ
の
助
成
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
し
か
し
国
か
ら
の
ワ

ク
チ
ン
供
給
が
減
ら
さ
れ
、
７

月
15
日
に
は
新
規
の
接
種
予
約

を
中
止
す
る
事
態
と
な
り
、
８

月
16
日
に
個
別
接
種
の
予
約
は

再
開
し
ま
し
た
が
、
集
団
接
種

は
中
止
し
た
ま
ま
で
す
（
８
／

　

市
長
選
挙
後
、
海
老
川
上
流

地
区
開
発
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
構
想
」
に
お
け
る
新
駅
設
置

の
事
業
費
が
65
億
円
に
な
る
と

の
報
告
が
議
会
に
あ
り
ま
し

た
。
従
来
の
50
億
円
か
ら
い
き

な
り
15
億
円
も
の
増
額
で
す
。

同
開
発
へ
の
市
負
担
は
総
額

１
８
１
億
円
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
巨
額
の
開
発
費
捻

出
の
た
め
、
「
行
革
」
と
し
て

公
共
料
金
の
値
上
げ
や
福
祉
の

削
減
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
市

長
は
さ
ら
な
る
「
行
革
」
を
進

め
な
が
ら
、
市
民
に
増
額
を
隠

し
、
市
長
選
を
行
っ
た
の
で
す
。

日
本
共
産
党
に
よ
る
本
会
議
で

の
「
市
民
を
だ
ま
し
た
」
と
い

う
指
摘
に
市
長
は
「
承
服
で
き

な
い
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し

ま
し
た
が
、
隠
し
た
の
は
事
実

で
す
。

　

一
方
、
市
は
議
会
に
対
し
、

今
後
10
年
間
は
毎
年
40
億
～

80
億
円
の
財
源
が
不
足
す
る
と

い
う
財
政
推
計
を
示
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
他
会
派
の

議
員
は
本
会
議
で
、
「
公
民
館

や
児
童
ホ
ー
ム
を
指
定
管
理
に

有
権
者
の
権
利
を
守
る
た
め

投
票
所
の
環
境
整
備
を

海
老
川
上
流
地
区
開
発
の
新
駅 

15
億
円

も
増
額   

一
方
で
財
源
不
足
と
住
民
脅
し

不
十
分
な
「
ワ
ク
チ
ン
・
P
C
R
検
査
・

子
育
て
給
付
」
の
補
正
予
算

い
、
選
挙
に
参
加
で
き
な
い
状

況
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
「
新

た
な
民
間
施
設
の
借
り
上
げ

や
、
巡
回
バ
ス
・
移
動
式
期
日

前
投
票
所
の
導
入
は
可
能
で
は

な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
か
ら

は
、「
民
間
借
上
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
検
討
。
送
迎

し
、
学
校
給
食
を
セ
ン
タ
ー
方

式
に
し
て
で
も
、
海
老
川
上
流

定例議会

17
現
在
）
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
で
追
加
さ

れ
た
の
は
高
齢
者
・
障
が
い
者

施
設
職
員
の
月
１
回
（
ま
ん
延

防
止
等
の
期
間
は
２
週
に
１

回
）
の
み
で
、
訪
問
介
護
職
員

は
対
象
外
と
極
め
て
不
十
分
で

す
。
市
中
感
染
が
広
が
る
中
、

無
症
状
で
も
希
望
す
れ
ば
検
査

が
で
き
る
体
制
が
必
要
で
す
。

少
な
く
と
も
保
育
所
や
学
校
、

幼
稚
園
で
定
期
的
な
検
査
を
す

べ
き
で
す
。

２
０
３
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

50
％
に
引
き
上
げ
を

　

船
橋
市
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
「
実
質
ゼ
ロ
」

を
掲
げ
ま
し
た
が
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
の
削
減
目
標
は
「
13

年
度
比
で
26
％
」
と
低
い
も
の

で
す
。
国
は
４
月
に
46
％
減
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
０
年
度
は
５
割
減
に

す
る
よ
う
市
に
求
め
ま
し
た
。

市
は
「
国
の
計
画
変
更
後
に
見

直
し
を
検
討
」
と
答
え
ま
し
た

が
、
す
で
に
長
野
県
は
６
割
減

を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
電
力
を
、
石
炭

な
ど
化
石
燃
料
中
心
の
東
京
電

力
か
ら
購
入
し
て
い
る
こ
と
も

問
題
で
す
。
東
京
都
は
一
昨
年
、

電
力
調
達
の
入
札
時
に
「
総
合

評
価
方
式
」
で
落
札
者
を
選
び
、

都
庁
第
１
本
庁
舎
の
電
力
を
再

子
育
て
給
付

　

今
回
、
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
）
へ

の
特
別
給
付
金
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
５
月
の
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
給
付
金
に
合
わ
せ
て
実
施

す
る
国
の
制
度
で
す
。
た
だ
、

今
回
は
船
橋
市
が
国
の
制
度
に

上
乗
せ
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
よ
り
支
給
対
象
世
帯
が
大
幅

に
減
り
ま
す
。

　

不
十
分
な
補
正
予
算
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
は

賛
成
し
ま
し
た
。

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す

る
覚
悟
か
」
と
質
問
。
市
長
は

否
定
せ
ず
、
教
育
や
福
祉
を
後

退
さ
せ
て
も
す
す
め
る
姿
勢
で

す
。

　

し
か
も
、
市
民
生
活
を
犠
牲

に
し
て
市
費
を
つ
ぎ
こ
む
海
老

川
上
流
地
区
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
洪
水
被
害
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

危
険
な
開
発
か
ら
直
ち
に
手

を
引
く
べ
き
で
す
。

や
移
動
式
期
日
前
投
票
所
は
、

山
間
部
や
投
票
所
の
統
廃
合
に

対
す
る
補
完
の
た
め
な
の
で
、

今
後
研
究
し
て
い
く
」
と
３
年

前
か
ら
進
展
の
な
い
回
答
で
し

た
。
高
齢
化
率
が
年
々
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
市
内
全
域
の
課
題

と
し
て
、
有
権
者
の
権
利
を
守

る
た
め
、
投
票
所
の
環
境
整
備

が
必
要
で
す
。

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
10
割
に
し

ま
し
た
。
船
橋
市
で
も
同
様
に

と
求
め
る
と
、
「
研
究
し
た
い
」

と
の
回
答
で
し
た
。

　

温
暖
化
対
策
は
待
っ
た
な

し
。
直
ち
に
目
標
を
引
き
上
げ
、

改
善
す
べ
き
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍 

深
刻

今
こ
そ
ケ
ア
に
手
厚
い
市
政
を



あ の 街 こ の 町 　２０２１年 ９･１０月 　No. ２３２ （ ２ ）

船橋市議会　意見書（発議案）と主な陳情への態度 共
産
：
日
本
共
産
党
（
5
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
10
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
9
名
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
7
人
）
、
飛
翔
：

飛
翔
（
6
人
）
、
新
楓
：
新
楓
（
4
人
）
、
自
民
：
自
由
民
主
党
（
3

人
）
、
清
風
：
船
橋
清
風
会
（
3
人
）
、
無
所
属
：
（
3
人
）
、
は
・
小
・

今
＝
議
員
の
頭
文
字

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
、
×
：
反
対

内　容 結果 共産 民主 公明 自由 飛翔 新楓 自民 清風 無所属

意
見
書

被選挙権年齢の引き下げを求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × × 〇

主
な
陳
情

「国における2022年度教育予算拡充に関する意見書」
採択に関する陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

船橋市独自の不妊治療助成金に関する陳情 不採択 〇 〇 × × × × × × ×

国の2030年エネルギー基本計画改定に関する陳情
（2050年に再エネ100％、原発と石炭火力廃止などを求める内容） 不採択 〇 〇：６

退：４ × × × × × × ×

※
付
託
省
略

「重要施設周辺及び国境離島等における土地等の利用
状況の調査及び利用の規制等に関する法律（土地利用
規制法）」廃止の意見書提出を求める陳情

不採択 〇 〇：８
×：２ × × × × × × 〇：は

×：小・今

政府に「再審法改正」を求める陳情 不採択 〇 〇：９
×：１ × × × × × × 〇

小
学
校
の
近
隣
で
警
察
の
訓
練
に

土
地
を
無
償
で
提
供
?!

個
人
情
報
を
丸
ご
と
収
集

危
険
な
「
土
地
利
用
規
制
法
」

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

成
長
で
き
る
学
校
に

保
育
園
に
は
な
ら
な
い「
預
か
り
保
育
」

　

２
０
１
７
年
に
市
が
買
い
上

げ
た
二
和
向
台
駅
前
の
国
家
公

務
員
宿
舎
跡
地
は
、
船
橋
北
部

地
域
に
船
橋
駅
前
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
（
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル
５
Ｆ
）

並
の
機
能
を
持
た
せ
、
児
童
ホ

ー
ム
、
防
災
公
園
な
ど
を
つ
く

る
為
の
土
地
で
す
。

　

し
か
し
、
未
だ
手
付
か
ず
で

荒
れ
放
題
の
宿
舎
跡
地
を
、
警

察
に
、
訓
練
の
た
め
に
無
償
で

貸
し
て
い
る
こ
と
が
共
産
党
の

質
問
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
は
、
「
建
物
損
壊
が
な
い

か
、
月
に
1
度
、
報
告
を
し
て

　

正
式
名
称
は
、
「
重
要
施
設

及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土

地
等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び

利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
」
、
通
称
、
「
土
地
利
用
規
制

法
」
。
６
月
16
日
未
明
の
国
会

で
、
自
民
・
公
明
・
国
民
民
主
・

維
新
等
の
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
が
、
人
権
侵
害
が
著
し

い
、
違
憲
の
法
律
で
す
。

主
な
内
容
は
、

▽�

安
全
保
障
上
重
要
と
す
る
施

設
の
周
囲
１
キ
ロ
の
範
囲
内

で
、
土
地
や
建
物
の
所
有
、

利
用
な
ど
、
不
動
産
取
引
の

事
前
届
け
の
義
務
付
け
を
行

う
こ
と
。

▽�
範
囲
内
の
住
民
が
、
重
要
施

設
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
行

共
済
は

  

保
護
者
負
担
ゼ
ロ
に

　

学
校
管
理
下
で
起
き
た
児
童

生
徒
の
負
傷
な
ど
に
対
す
る
共

済
制
度
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
制

度
」
は
、
市
長
が
進
め
た
行
革

に
よ
り
保
護
者
の
費
用
負
担
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

共
済
に
加
入
し
な
い
児
童
生
徒

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
共
済
加

入
の
保
護
者
負
担
は
ゼ
ロ
に
戻

す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。

給
食
費
を
無
料
に

　

県
内
で
は
８
つ
の
町
で
給
食

費
が
完
全
無
料
で
す
。
第
３
子

か
ら
無
料
な
ど
一
部
補
助
が
あ

る
自
治
体
も
10
市
町
あ
り
ま

す
。
船
橋
市
で
も
ま
ず
は
第
３

　

保
育
を
必
要
と
す
る
３
歳
未

満
児
を
幼
稚
園
で
毎
日
預
か
る

〝
預
か
り
保
育
幼
稚
園
型
Ⅱ
〟

が
１
園
で
開
始
さ
れ
る
費
用
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
待
機
児

童
解
消
策
と
し
て
国
が
つ
く
っ

た
制
度
で
す
が
、
保
育
園
や

保
育
所
に
比
べ
施
設
も
職
員
の

も
ら
っ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
、

訓
練
の
頻
度
や
、
内
容
も
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
小

学
校
の
す
ぐ
前
で
、
重
装
備
の

警
官
に
よ
る
訓
練
な
ど
は
直
ち

に
や
め
さ
せ
て
、
市
民
が
活
用

で
き
る
公
園
な
ど
に
整
備
す
る

こ
と
が
市
の
役
割
で
あ
り
、
責

任
だ
」
と
質
し
ま
し
た
が
、
市

長
か
ら
は
、
「
新
し
い
生
活
様

式
に
移
る
中
で
、
跡
地
利
用
事

業
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。
一
日
も
早

く
市
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

為
を
す
る
と
、
土
地
の
利
用

制
限
、
応
じ
な
い
場
合
は
刑

事
罰
が
科
さ
れ
る
、
な
ど
で

す
。

　

住
民
に
ど
の
よ
う
な
調
査
・

規
制
を
行
う
の
か
具
体
的
な
こ

と
は
、
政
府
の
裁
量
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
調
査
内
容
や
範

囲
、
期
間
、
実

施
主
体
な
ど
の

歯
止
め
が
な
く
、

氏
名
や
住
所
、

国
籍
、
思
想
信

条
、
所
属
団
体
、

家
族
、
交
友
関

係
、
海
外
渡
航

歴
な
ど
多
岐
に

及
ぶ
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
地

方
自
治
体
が
個

人
情
報
を
提
供

し
た
場
合
、
本

人
に
知
ら
せ
る

必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

習
志
野
演
習

場
周
辺
の
住
民

か

ら

は
、
「

我

子
以
降
を
無
料
に
す
べ
き
だ
と

求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
他
市
と
情
報
共
有
を

図
り
、
県
の
動
向
を
注
視
し
た

い
」
と
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
続
き
給
食
費
無
料
へ
の
声

を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で

                      

混
乱

　

学
校
で
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
器
機
１
人
１
台
端
末
を

使
っ
た
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
現
場
で
は
混
乱
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
小
学

校
の
低
学
年
で
は
深
刻
で
す
。

　

小
学
校
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
市
販

の
も
の
と
同
様
で
す
。
こ
の
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
を
使
っ
て
「
最
初
に
パ

ス
コ
ー
ド
を
変
更
し
よ
う
」
と

い
う
授
業
を
し
よ
う
と
し
て

配
置
も
劣
悪
な
基
準
が
問
題
で

す
。
全
国
的
に
教
育
・
保
育
施

設
で
の
重
篤
事
故
が
増
加
し
、

安
全
性
の
確
保
が
よ
り
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
待
機
児
を
解

消
す
る
た
め
に
は
認
可
保
育
園

を
増
設
す
る
こ
と
が
船
橋
市
の

責
任
で
す
。

も
「
設
定
」
の
ア
イ
コ
ン
に
書

い
て
あ
る
文
字
は
漢
字
で
す
。

教
員
が
「
設
定
を
タ
ッ
プ
し
て

く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
漢
字

が
読
め
ず
伝
わ
り
に
く
い
の
で

す
。
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
漢
字
や
英
語

の
表
示
が
多
く
低
学
年
に
は
大

き
な
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
器
機
を
活
用
し
た
授

業
に
対
し
、
市
は
週
１
回
各
校

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
派
遣
し
て

い
ま
す
が
、
週
1
回
で
は
足
り

な
い
と
い
う
声
が
教
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
各
校
に
１
人

の
支
援
員
を
配
置
す
べ
き
だ
と

議
会
で
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
活
用
状
況
や
学
校
の

要
望
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

改
善
が
急
が
れ
ま
す
。

が
家
は
対
象
に
な
る
の
か
」「
阻

害
す
る
行
為
の
内
容
が
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
、
不
安
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
不
安
に
応
え
る
た
め

に
、
市
の
対
応
を
求
め
ま
し
た

が
「
国
の
専
管
事
項
な
の
で
市

で
は
担
当
部
署
は
設
け
な
い
」

と
回
答
す
る
だ
け
で
し
た
。

　

人
権
侵
害
に
、
行
政
が
加
担

す
る
の
か
そ
れ
と
も
守
る
の

か
、
市
の
対
応
が
問
わ
れ
ま
す
。

ギ　

ガ

※船橋市議会では陳情も請願同様、委員会付託が原則でしたが、清風・公明・飛翔・新楓の議員により、付託省略という乱暴な運営が行われました。


